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一  般  質  問  通  告  書 

 

 

順序 氏      名 質 問 事 項 要          旨 

 

１ 

 

８番 谷 口 隆 德 

１．新市士別のまちづくりビ

ジョンと道北地方における

士別の役割について 

 

 

 

 

 

 

 

２．朝日特例区の活用につい

て 

 

(1) 行財政改革が、士別市のこ

れからの課題となると思われ

るが、少子高齢化という社会

にあって、福祉の向上と安心

して暮らすことのできるまち

づくりについて、これからの

改革の推進とまちづくりビジ

ョンは。 

(2) 道北地方における士別の役

割と今後の方向について 

(1) 特例区事務事業を踏まえ

て、今後の特例区の活用につ

いて 

 ・森林活用の健康の森づくり

 ・自然と触れ合う体験型観光

の環境整備 

 ・森林育成のための国の施策

と地域振興対策など 

(2) 上川北部観光ルートの開発

について 

  高速道路の延長による利便

性や朝日地区の自然環境の、

他と比べて優位なものである

ことなど広域的な視点で観光

開発を進めていくことは 

(3) 特例区協議会（準備会）の

委員の人選と協議会について

の考え方について 
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２ 28番 斉 藤  昇 

１．市政執行方針について 

 

２．観光の振興について 

 

 

３．職員減数の年次計画につ

いて 

４．合併特例債の活用につい

て 

(1) 合併の効果を最大限に生か

す市政 

(1) 天塩岳道立自然公園の整備

(2) 岩尾内湖の観光開発の促進

(3) サフォークめん羊の増産 

３ ５番 柿 崎 由美子 

１．士別中学校新校舎周辺の

防犯灯について 

２．産直野菜売場の支援につ

いて 

３．アスベスト対策について

 

 

(1) 旧共済組合倉庫の照明設備

について 

４ 12番 山 居 忠 彰 

１．新市長による「市政執行

方針」の具体化について 

 

 

 

 

２．朝日上士別南１号線道路

における一部未整備区間の

道路整備計画について 

 

 

３．農家が素直に喜べない今

年の稔り豊かな出来秋につ

いて 

(1) 「融和と一体感」のもとに

合併効果を発揮し、将来にわ

たるグランドデザインとその

方策の具現化をいかに図って

「新しいまちの新しい力」と

するか。 

(1) 合併による旧市町の均衡あ

る発展を支える大動脈、朝日

から士別市街へアクセスする

唯一の市道の整備を、もっと

急ぐべきではないか。 

(1) 稲作農家が窮地に立たされ

ている。豊作を喜べないどこ

ろか、米価の過去最安値更新

や原油高などで経営努力も限

界だ。米が過剰となり、集荷

円滑化対策の実効確保の徹底

や行政の指導・支援の強化、
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政府備蓄米の早期買い入れな

ど、声を大にして働きかける

べきではないか。 

５ ６番 池 田   亨 

１．市政執行方針について 

２．市が保有する宅地等遊休

資産の現況と価格について

３．景気動向と雇用について

４．燃料用油類高騰が本市経

済に及ぼす影響について

（農業・製造業・交通運

輸・その他） 

５．安全管理について 

 

６ 26番 菅 原 清一郎 

１．地域振興対策について 

①指定金融機関について 

 

 

 

 

 

 

②士別ハイヤー朝日営業所

の存続について 

 

 

③観光振興対策について 

 

 

 

 

④合併特例区について 

 

 

(1) 士別信用金庫は旧朝日町で

は指定金融機関であった

が、合併によって営業店舗

の規模縮小の危険性や雇用

の減少、そして利用者の利

便性などが懸念されること

から「市の指定金融機関の

変更」はできないか 

(1) 士別ハイヤー㈱は旧朝日町

の営業所の廃止を提案された

が、朝日地区住民の足の確保

はできないか 

(1) 朝日町観光協会の今後の位

置づけは。また運営方法はど

うするのか。イベント（湖水

祭り）主催のあり方と予算

は。 

(1) 事務事業のかかわりを本所

でもするべきだが。協議会委

員の選任方法については公平
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な立場でやるのは当然だが、

公募によっての選任は。そし

て合併特例区を活用してのま

ちづくりの基本姿勢は。 

７ 19番 寺 下   亘 

１．農政について (1) 食糧の自給率について 

(2) 農協、農業委員会の解体論

と動きについて 

(3) 水稲や、畑作物の今後の動

向について 

(4) ＢＳＥ、火傷病、遺伝子組

換食品等について 

８ 14番 小 貫 勝太郎 

１．市主催の「（仮称）市民

と市長の対話の集い」開催

を 

 

 

２．未来を担う子供たちとの

対話の機会をつくること 

３．自然、環境教育活動の一

層の推進を 

(1) 市民が参加しやすい規模で

(2) 女性、青年層などセクショ

ンごとの開催も 

(3) 開催経過概要は、広報しべ

つに掲載 

(1) 小・中学生、高校生の希望

や悩みは市政に反映 

９ 22番 齋 藤 敏 一 

１．中小企業振興条例の改正

について 

２．まちづくり３法の経過に

ついて 

３．コンパクトシティについ

て 

４．カラス撃退効果のある黄

色いごみ袋導入について 

 

10 13番 坂 本 勝 己 

１．滞在型観光の拠点とし

て、市民憩いの場、さらな

る合宿者の受け入れに、ミ

ニ翠月を朝日地区に 

(1) 平成16年度の合宿の里の実

績は、旧士別市が１万2,000

人、旧朝日町が9,000人と２

万人を超える合宿者の受け入
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 れがあります。両市町の合併

によってこれをさらに２万

5,000人、３万人に増やす取

り組みを打ち出すべきと考え

ます。朝日町においては７

月・12月に集中する宿泊者に

対応できず、老人保健センタ

ーやトレーニングセンターの

一部を宿泊施設として利用し

たり、宿泊者に不便をかけて

いたことなどから、予約を制

限していたこともあり、これ

以上の宿泊者の受け入れに対

し宿泊施設が不足しているの

が現状であります。また、岩

尾内湖の観光温泉ホテルが老

朽化に伴い廃業して以来、町

民から温泉施設建設への強い

要望がありましたが、単独の

町として、その要望に応えら

れなかったのが現状でありま

す。 

  このたび、大きな士別市と

の合併によりその実現も夢で

はないと考えるところであり

ます。田苅子市長はこの合併

を平成の合併の見本となるよ

うなまちづくりをするとおっ

しゃっておりましたが、その

評価は、一体となって繁栄す

ることと、合併時の小さな自

治体の合併後の姿にあると思

います。合宿への活用、滞在
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観光への対応、市民の憩いの

場としての願いでもありま

す。温泉宿泊施設ミニ翠月を

実現していただきたいと考え

ますが、市長の考えを伺いた

いと思います。 

11 １番 田 村 明 光 

１．特養の増築計画について

 

 

 

 

 

 

 

２．社会福祉法人等による利

用者負担の軽減について 

(1) 士別市全体の増築計画と朝

日美土里ハイツの増築計画は

(2) 国は施設建築については、

ユニット型個室の方向と聞く

がどうなのか 

  そうなったら利用者負担は

どう変わるのか 

(3) 現在の待機者数は 

(1) 今までの現状は 

(2) 条例改正で今までに加え、

特養施設サービス、並びに食

費、居住費、及び滞在費も対

象となったことと対象者要件

が利用者負担新３段階のうち

所得の低い層まで拡大された

こと、又、軽減率が２分の１

から４分の１に（第１段階は

２分の１）引き下げられたこ

とによってどう変わるのか

（対象者、負担等） 

(3) 事業主体に負担を求めるこ

とになるが、軽減制度を実施

するようどう働きかけをする

のか 

(4) 国が対象サービスとしてい

る他に市独自で訪問入浴、通
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所リハビリなど対象サービス

を増やす必要があるのでは 

12 ９番 川 崎   毅 

１．市道朝日上士別南１号線

交点について 

 

 

 

 

 

 

 

２．岩尾内湖神社山研修宿泊

施設建設について 

(1) 朝日側の道々滝の上線との

交点が朝日側からの車の進入

がほぼ直角なため入りづら

く、また急な減速をするため

追突や対向車との接触の危険

性があるので、朝日側からの

進入路を別に１本つくり、別

れ又でそれぞれ進入口と出口

を一方通行としてはどうか。

(1) 市政執行方針の中で観光の

振興を近年滞在・体験型観光

と言っていますが、神社山に

多目的な研修施設をつくって

は。また、林間学校や野外授

業などを取り入れる。 

  道北の広域観光を進めるに

は士別市の観光の目玉となる

拠点施設がほしい。また、冷

泉ながら神社山に温泉がきて

いる。 

13 29番 田 宮 正 秋 

１．公共工事について 

２．資金繰り円滑化借換保証

制度について 

３．オストメイト対応トイレ

について 

４．広報紙の有料広告につい

て 

 

14 ３番 神 田 壽 昭 

１．「新たな食料・農業・農

村基本計画」と新士別市農

業の対応策について 

(1) 認定農業者の要件 

(2) 農地利用集積策 

(3) 新士別市農業・農村活性化
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２．上川の米、作況指数107

について 

計画 

15 10番 小 池 浩 美 

１．国の介護保険改悪から市

民を守る施策について 

 

 

 

２．石油高騰から暮らしを守

る施策について 

３．アスベスト被害の調査及

び対策について 

４．少人数学級の拡充につい

て 

(1) 要介護認定者の所得控除 

(2) 本市独自の負担軽減措置 

(3) 第３期介護保険事業計画 

(4) 新予防給付 

(5) 地域支援事業 

 

 

 

 

(1) 小学校第２学年まで 

 


